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堺市

有
料
化
で
健
診
受
診
者
が
激
減

Ｇ
７
に
合
わ
せ
広
島
で

第
４
回
金
融
機
関
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
会

コロナ融資の返済支援

経営の視点シリーズ 経営の視点 融　資

コロナ借換保証制度（大阪府『新型コロナウイルス感染症等伴走支援型資金』）
限度額１億円の場合
融資期間 10年 据置期間 ５年以内
金利 1.2％（固定） 保証料 実質0.2％

要件

府内で事業を営んでおり、次のいずれかに該当し、経営行動計画書を作成して金
融機関の継続的な伴走支援を受ける方
①　セーフティネット４号の認定を受けている
②　セーフティネット５号の認定を受けている
③　次のⅠまたはⅡに該当
Ⅰ 最近１カ月の売上高が前年同月と比較して５％以上減少

Ⅱ

最近１カ月の売上高総利益率が前年同月と比較して５％以上減少
最近１カ月の売上高総利益率が直近決算と比較して５％以上減少
直近決算の売上高総利益率が前期と比較して５％以上減少
最近１カ月間の売上高営業利益率が前年同月と比較して５％以上減少
最近１カ月間の売上高営業利益率が直近決算と比較して５％以上減少
直近決算の売上高営業利益率が前期と比較して５％以上減少

取扱期間 2024年３月末まで（予定）

大阪府福祉医療機構

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
質
無
利

子
・
無
担
保
で
資
金
を
借
り

ら
れ
る
「
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
」

の
返
済
が
今
後
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。
過
剰
債
務
と
な
っ
て

返
済
が
で
き
ず
、
倒
産
・
閉

院
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　

２
０
２
０
年
３
月
か
ら
始

ま
っ
た
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
は
、

金
融
機
関
に
都
道
府
県
が
利

子
を
補
給
し
て
信
用
保
証
協

会
が
元
本
を
保
証
し
、
実
質

無
利
子
・
無
担
保
で
融
資
す

る
仕
組
み
だ
。
融
資
返
済
の

据
え
置
き
期
間
の
多
く
は
１

〜
２
年
と
さ
れ
、
一
部
で
は

返
済
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
や
物

価
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
経
済

状
況
が
続
く
な
か
、
政
府
は

ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返
済
負
担

を
軽
減
す
る
借
り
換
え
保
証

制
度
を
創
設
。
各
都
道
府
県

が
「
伴
走
支
援
型
資
金
」
と

し
て
借
り
換
え
や
追
加
資
金

の
借
り
入
れ
の
受
け
付
け
を

開
始
し
て
い
る
。

　

大
阪
府
の
同
制
度
は
融
資

限
度
額
１
億
円
の
場
合
、
固

定
金
利
１
・
２
％
で
融
資
期

間
は
10
年
（
据
え
置
き
５
年

以
内
）。

保
証
料
は
実
質

０
・

２
％
に
設
定
し
て
い

る
。
申
し
込
み
に
は
「
経
営

行
動
計
画
書
」
を
作
成
し
、

金
融
機
関
の
継
続
的
な
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
条
件
に
な

る
。
詳
細
は
府
の
Ｈ
Ｐ
参
照

（『
大
阪
府　

伴
走
支
援
型

資
金
』
で
検
索
）
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

営
悪
化
に
つ
い
て
は
、
福
祉

医
療
機
構
が
医
療
機
関
に
対

し
て
対
応
支
援
資
金
と
し
て

継
続
し
て
融
資
を
実
施
し
て

い
る
。
３
割
未
満
の
減
収
で

貸
付
限
度
額
４
０
０
０
万
円

の
場
合
、
当
初
５
年
間
の
貸

付
利
率
は
基
準
金
利
（
３
月

１
日
現
在
０
・
８
％
）
と
な

る
。
償
還
期
間
は
15
年
以
内

（
据
え
置
き
１
年
６
カ
月
以

内
）。
た
だ
し
、
既
往
の
借

入
金
の
繰
り
上
げ
返
済
に
は

利
用
で
き
な
い
。
詳
細
は
福

祉
医
療
機
構
の
Ｈ
Ｐ
参
照
。

※ 

シ
リ
ー
ズ
経
営
の
視
点
は

今
号
で
終
了
で
す
。

た
。
と
こ
ろ
が
、
現
市
長
が

２
０
２
１
年
度
か
ら
有
料
化

し
た
こ
と
に
よ
り
、
71
〜
74

歳
の
受
診
者
が
前
年
度
比
べ

て
１
０
０
０
人
以
上
減
り
、

受
診
率
も
３
・
４
％
か
ら
１

・
２
％
へ
と
激
減
し
た
（
図

１
、
２
）
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
堺
市
が

２
０
２
０
年
度
末
に
発
表
し

た
、
偽
り
の
「
財
政
危
機
宣

言
」
が
あ
る
。
無
料
化
に
よ

る
効
果
を
十
分
に
検
証
せ

ず
、
緊
縮
ム
ー
ド
の
中
で
制

度
が
打
ち
切
ら
れ
た
（
関
連

６
面
）。

　

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
で

は
、
６
月
４
日
投
票
の
堺
市

長
選
挙
を
通
じ
て
71
〜
74
歳

の
無
料
化
の
復
元
や
対
象
年

齢
の
拡
大
な
ど
を
求
め
て
い

く
。

を
公
約
し
、
２
０
１
９
年

度
、
２
０
２
０
年
度
に
実
施

さ
れ
た
。
実
施
初
年
度
の
受

診
率
は
、
有
料
で
あ
る
70
歳

の
健
診
が
１
％
に
と
ど
ま
っ

た
の
に
対
し
、
無
料
の
71
歳

で
は
４
・

６
％
が
受
診
し

　

堺
市
で
は
、
前
市
長
が
71

〜
74
歳
の
歯
科
健
診
を
２
年

間
、
無
料
で
実
施
す
る
こ
と

激
減
し
て
い
る
こ
と
が
堺
市

当
局
の
発
表
で
明
ら
か
に
な

っ
た
。

　

堺
市
の
高
齢
者
に
対
す
る

歯
科
健
診
が
有
料
化
を
境
目

に
受
診
者
、
受
診
率
と
も
に

1.2%

3.4%

受診率

2020年度（無料） 2021年度（有料化）

１
６
５
７
人

６
２
３
人

財政危機宣言後、
約６割減

図１　成人歯科健診の一部無料化の効果

図２　成人歯科健診の受診者激減
（71～74歳）

70歳 71歳 72歳 73歳 74歳

2019年度 1.0％ 4.6％ 4.6％ 4.3％ 3.5％

有料  無料 

　

憲
法
施
行
か
ら
76
年
目
の

５
月
３
日
、
大
阪
市
内
で

「
輝
け
憲
法
〜
平
和
と
命
と

人
権
と
〜
」
集
会
が
開
催
さ

れ
た
。
主
催
は
お
お
さ
か
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
。

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が

取
り
組
む"Don't Bank on 

the 
Bomb"

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、
主
要
７
カ
国
首
脳
会
議

が
開
催
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ

た
５
月
７
日
、
第
４
回
目
と

な
る
金
融
機
関
の
核
兵
器
製

造
企
業
へ
の
投
融
資
に
関
す

る
調
査
に
つ
い
て
、
広
島
市

内
で
結
果
報
告
会
を
開
催
し

た
。

　

国
内
金
融
機
関
（
大
手
銀

行
５
行
／
地
方
銀
行
２
行
／

生
命
保
険
会
社
４
社
／
リ
ー

ス
会
社
２
社
）
に
、
３
月
28

日
〜
５
月
２
日
、
調
査
。
回

答
率
は
76
・
９
％
。

公
開
声
明
の

公
開
声
明
の

賛
同
求
め

賛
同
求
め

　

調
査
は
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｎ
が
イ
タ
リ
ア
の
金
融

機
関
で
あ
る
エ
テ
ィ
カ
フ
ァ

ン
ド
と
共
同
で
発
表
し
た

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
関
す

る
投
資
家
の
締
約
国
へ
の
公

開
声
明
」
を
「
知
っ
て
い
る

か
」
、「
賛
同
で
き
る
か
」
、

な
ど
を
尋
ね
た
も
の
。

り
そ
な

り
そ
な

「
検
討
し
て
み
た
い
」

「
検
討
し
て
み
た
い
」

　

報
告
会
で
は
、
同
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
副
リ
ー
ダ
ー
で
和
歌

山
県
保
険
医
協
会
理
事
の
松

井
和
夫
氏
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
概
要
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
報
告
。
公
開
声
明
で

は
、「
す
べ
て
の
国
が
（
核

兵
器
の
開
発
、
実
験
、
製

造
、
取
得
、
保
有
、
貯
蔵
、

移
譲
、
使
用
、
使
用
の
威
嚇

な
ど
の
活
動
を
禁
止
し
た
）

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す

る
こ
と
を
奨
励
す
る
」
と

し
、
世
界
中
の
投
資
家
に
公

開
声
明
へ
の
署
名
を
求
め
て

い
る
が
、
公
開
声
明
へ
の
賛

同
や
署
名
で
き
る
か
な
ど
の

質
問
に
、
金
融
機
関
の
回
答

は
分
か
れ
た
。
大
手
銀
行
で

は
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
公
開
声
明
へ
の
署
名
を

「
検
討
し
て
み
た
い
」
と
回

答
し
た
。
松
井
氏
は
「
社
内

で
核
兵
器
産
業
に
は
投
融
資

し
な
い
と
い
う
方
針
が
浸
透

し
て
い
る
証
拠
だ
」
と
評
価

し
た
。

日
本
か
ら
も
賛
同
を

日
本
か
ら
も
賛
同
を

　

エ
テ
ィ
カ
フ
ァ
ン
ド
の
財

産
管
理
・
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る

協
会
は
お
お
さ
か
医
科
・
歯

科
九
条
の
会
を
中
心
に
毎
年

取
り
組
み
、
今
年
も
矢
部
あ

づ
さ
副
理
事
長
、
中
村
新
太

郎
理
事
な
ど
役
員
・
事
務
局

な
ど
15
人
が
参
加
し
た
（
写

真
）
。

　

メ
ー
ン
ス
ピ
ー
チ
で
は
、

新
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代

表
で
弁
護
士
の
猿
田
佐
世
氏

が
「
ど
ん
な
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

と
避
難
訓
練
で
煽
っ
て
も
、

心
の
戦
争
準
備
と
思
考
停
止

に
し
か
な
ら
な
い
」
と
政
府

の
軍
拡
を
強
く
批
判
。
国
民

の
命
を
守
る
の
は
「
戦
争
を

回
避
す
る
こ
と
。
こ
れ
以
上

の
こ
と
は
な
い
」
と
力
を
込

め
た
。

　

市
民
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
協

会
の
中
村
新
太
郎
理
事
が
、

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
で
取

り

組

ん

で

い

る"Don't 

Bank 
on 
the 

Bomb"

（
核

兵
器
に
投
融
資
す
る
な
）
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

政
党
か
ら
森
山
浩
行
衆
院

議
員
（
立
憲
）
、
宮
本
岳
志

衆
院
議
員
（
共
産
）
、
大
石

晃

子

衆

院

議

員
（

れ

い

わ
）
、
大
椿
裕
子
参
院
議
員

（
社
民
）
が
国
会
報
告
。
舞

台
裏
で
中
村
理
事
が
各
政
治

家
に
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
の
取
り
組
み

へ
の
協
力
を
求
め
た
。

　

集
会
終
了
後
は
パ
レ
ー
ド

で
街
頭
に
向
け
、
憲
法
守
ろ

う
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

ア
ル
ド
・
ボ
ナ
テ
ィ
氏
も
Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
参
加
。
氏
は
、
「
11

月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
核
兵

器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）

締
約
国
会
議
で
同
声
明
を
発

表
す
る
予
定
だ
。
締
約
国
会

議
ま
で
に
日
本
の
金
融
機
関

か
ら
の
賛
同
を
期
待
し
た

い
」
と
発
言
し
た
。

日常診療経験交流会日常診療経験交流会第９回

フレイル新局面フレイル新局面
――医科・歯科共有認識でコロナ禍に学ぶ―医科・歯科共有認識でコロナ禍に学ぶ―

７７月月９９日日日日  
午前９時30分～午後４時午前９時30分～午後４時

保険医会館 保険医会館 ににてて

核
兵
器
に
投
融
資
す
る
な 

―
―

５
・
３
大
阪
憲
法
集
会
で
訴
え


